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仏
母
寺
の
樫
鳥
会
句
碑

　

片
瀬
区
の
仏
母
寺
境
内
に
以
下
の
４
基
の
句

碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

句
が
詠
ま
れ
た
年
代
は
江
戸
時
代
、
大
正
、

昭
和
と
異
な
り
、
建
て
ら
れ
た
年
代
も
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
樫
鳥
会
が
中
心
と
な

り
建
て
ら
れ
た
。
片
瀬
の
仏
母
寺
は
勝
山
八
景

と
し
て
知
ら
れ
た
大
師
山
の
麓
に
あ
り
、
藩
主

小
笠
原
公
も
桜
見
物
な
ど
に
た
び
た
び
訪
れ
た
。

ま
た
、
景
勝
の
地
と
し
て
知
ら
れ
、
近
代
の
歌

人
た
ち
は
た
び
た
び
当
寺
で
句
会
を
催
し
た
。

　
（
松
瀬
）
青
々
は
大
阪
生
ま
れ
の
俳
人
で
正

岡
子
規
に
学
び
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』（
高
浜
虚
子

が
中
心
に
運
営
）の
編
集
に
携
わ
っ
た
。（
首
藤
）

素
史
は
勝
山
の
出
身
で
青
々
を
師
と
仰
い
だ
。

①
の
句
は
青
々
が
大
正
13
年
（
１
９
２
４
）
に

勝
山
を
訪
れ
た
折
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
、
青
々

は
そ
の
後
も
何
度
か
来
勝
し
て
い
る
。
素
史
も

墓
参
り
を
か
ね
て
何
度
と
な
く
故
郷
勝
山
に
戻

り
、
平
泉
寺
や
仏
母
寺
を
訪
れ
た
。
②
の
句
は

昭
和
17
年
（
１
９
４
２
）
前
後
に
、
師
青
々
の

句
を
偲
ん
で
読
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

江
戸
中
期
の
勝
山
の
俳
壇
で
は
美
濃
派
と
呼

ば
れ
た
俳
諧
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
18
世
紀
後
半

か
ら
19
世
紀
初
期
に
は
巴
文
が
、
19
世
紀
中
期

か
ら
明
治
に
か
け
て
は
比
良
野
帰
雲
坊
ら
が
活

躍
し
た
。
勝
山
の
現
代
俳
句
は
大
正
中
期
に
始

ま
り
、
松
村
玄
四
郎
・
丸
屋
説
三
ら
同
好
の
志

が
集
ま
り
句
会
を
結
成
、
素
史
の
影
響
の
も
と

で
「
雨
声
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。

　

青
々
と
素
史
の
句
碑
は
雨
声
会
の
手
に
よ
り

建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
雨
声
会
は
昭
和
32
年
、

両
者
の
句
に
詠
ま
れ
た
樫
鳥
に
因
み
、
樫
鳥
俳

句
会
と
名
を
変
え
て
再
出
発
す
る
。
そ
し
て
同

39
年
に
勝
山
市
制
十
周
年
を
記
念
し
て
長
山
公

園
に
樫
鳥
会
句
碑
を
建
て
た
。
ま
た
、
平
成
に

入
り
新
た
に
③
と
④
の
句
碑
が
、
樫
鳥
会
に
よ

り
仏
母
寺
境
内
に
建
て
ら
れ
た
。
な
お
、
伊
藤

柏
翠
は
東
京
生
ま
れ
の
俳
人
で
高
浜
虚
子
に
師

事
し
、
の
ち
に
三
国
に
居
を
移
し
た
。

 

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

「声優さんに
なりたいっ！」

「レモネード戦争」

「ラクラク話せる
スピーチと挨拶大事典」
～あせらず、あがらず、

堂々と！～
８１プロデュース／監修

講談社

ジャクリーヌ・
デイヴィーズ／作
フレーベル館

スピーキングエッセイ／著
秀和システム

　声優になるための道のりから、自分でできる練習
方法、デビュー後の仕事の内容、プロになってから
も自分を磨きつづけるという意識の持ち方まで、さ
まざまな角度から「声優」の仕事について紹介する。
斉藤壮馬、上田麗奈、大久保瑠美、羽多野渉、
中尾隆聖ら人気声優のインタビューもあり。

　４年生の兄エヴァンと２年生の妹ジェシー
が、ジェシーの飛び級をきっかけにけんかを
し、レモネードの売り上げで勝敗をつけよう
とします。どうしたらレモネードをたくさん売
ることができるか、二人は知恵をしぼります
が…。ちょっとした経済問題も学べるお話。

　社内での新任・異動・歓送迎・朝礼で
のスピーチや冠婚葬祭での挨拶など、「話
す内容」以前の基本書。シーン別スピー
チ内容の見本や、動き、立ち振る舞いの
ルールも図解。なにかと人前で挨拶する
機会が増えるこの時期に活躍する1冊。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成27年２月末 前年比

総件数 107件 ＋11件

人身事故
（うち高齢者）

10件
（3）

－3件
（0）

死　者
（うち高齢者）

0人
（0）

0人
（0）

傷　者 11人 －3人

物損事故 97件 ＋14件

３月の納税

１月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ２月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,858人 4 －10 －6 11 －8 3 11,855人 －3人
女 13,001人 6 －21 －15 8 －13 －5 12,981人 －20人
合　計 24,859人 10 －31 －21 19 －21 －2 24,836人 －23人
世帯数 8,100世帯 8,093世帯 －7世帯

人口の動き

３月の納税はありません。

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪22昼
ゐ
れ
は　

　

樫
鳥
鳴
き
つ竹

の
中

　

青せ
い
せ
い々

大
正
15
年
建
立

樫
鳥
ハ　

し
ぐ
れ
て
て
来
ず
か

　

来
し
あ
と
か

　

素そ

し史

昭
和
23
年
建
立

（
昭
和
45
年
現
在
地
に
）

僧
留
守
の

　

仏
を
蟇
のしか

と
守
る

伊
藤
柏は
く
す
い翠

平
成
15
年
建
立

父
母
の

　

し
き
り
に
恋
し

雉
子
の
声

芭
蕉

平
成
18
年
建
立

①①②②③③④④
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勝山市安全安心推進審議会

勝山警察署

運
転
免
許
証
の

日
曜
日
更
新
に
つ
い
て

　

本
年
４
月
か
ら
、
毎
日
曜

日
に
更
新
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。（
年
末
年
始
を
除
く
）

リ
ュ
ウ
ピ
ー
君
と
チ
ャ
マ
ゴ
ン
の

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
??

　

錆
び
た
釘
・
包
丁
・
カ
ミ
ソ

リ
な
ど
で
の
傷
や
、
木
の
枝
で

切
っ
た
場
合
な
ど
は
、
細
菌
感

染
を
防
ぐ
た
め
、
早
め
に
病
院

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

傷
口
に
ガ
ラ
ス
や
砂
な
ど
の
異

物
が
入
り
、
洗
っ
て
も
と
れ
な

い
場
合
も
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

切
り
傷
や
擦
り
傷
が
で
き
た
ら

　

水
道
水
で
傷
を
よ
く
洗
い
、

砂
や
ゴ
ミ
な
ど
の
汚
れ
を
落
と

し
ま
し
ょ
う
。
傷
は
湿
っ
た
状

態
を
保
つ
方
が
き
れ
い
に
早
く

治
り
ま
す
。
傷
全
体
を
覆
い
、

乾
燥
さ
せ
な
い
で
治
す
タ
イ
プ

の
絆
創
膏
を
使
用
す
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

　

消
毒
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

出
血
が
ひ
ど
い
と
き
は

　

出
血
し
て
い
る
場
所
に
清
潔

な
ハ
ン
カ
チ
（
タ
オ
ル
地
で
は

な
い
ハ
ン
カ
チ
が
、
止
血
に
適

し
て
い
ま
す
）
な
ど
を
当
て
、

そ
の
上
を
手
で
し
ば
ら
く
圧
迫

し
ま
し
ょ
う
。
手
当
を
す
る
人

は
、
血
液
感
染
防
止
の
た
め
、

で
き
る
だ
け
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
や

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
使
用
し
ま
し
ょ

う
。

　

包
帯
や
三
角
巾
な
ど
の
幅
広

の
布
で
、
少
し
き
つ
め
に
巻
い

て
も
同
様
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

可
能
で
あ
れ
ば
、
傷
口
を
心

臓
よ
り
高
い
位
置
に
維
持
で
き

る
と
止
血
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

問   

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

傷
の
手
当
編

「
急
病
時
の
対
応
」

「
急
病
時
の
対
応
」

窓口開設場所 窓口開設日曜日
日曜更新受付時間

予約方法
午前の部 午後の部

春江
免許センター

第２・３・
４・５日曜日 8：30

～

9：10

13：00

～

13：40
更新希望窓口へ
電話予約嶺南

免許センター 第１日曜日

※やむを得ない事情で平日更新ができない人が対象で、電話予約が必要です。
※春江 ☎0776-51-2820　嶺南センター ☎0770-45-2121
※嶺南センターは平日開庁時間のみ予約受付可能です。

　

引
っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
ご
み
出
し
の
機
会
が
増
え
ま

す
が
、
近
年
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
回
収
を
行
わ
な
い
ご
み
や

多
量
の
ご
み
が
出
さ
れ
る
こ
と

で
、
周
囲
の
方
が
迷
惑
す
る
事
案

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
地
域
み

ん
な
の
も
の
で
す
。
ル
ー
ル
を
守

り
、
き
れ
い
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

主
な
も
の
と
回
収
先

① 

酒
び
ん
・
ビ
ー
ル
び
ん

　

 

販
売
店
な
ど

② 

布
団

　

 

ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン

③ 

絨
毯
、
厚
手
の
衣
類

40
㎝
以
下
に
裁
断
し
た
場
合
は

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
裁
断
で
き

な
い
場
合
は
ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン

④ 

エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・

洗
濯
機

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
る

処
理

⑤ 

④
以
外
の
家
電
や
家
具

ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン

※ 

「
ご
み
の
分
類
と
早
見
表
」
を

お
読
み
く
だ
さ
い

問　

環
境
政
策
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
8
1
0
4

　

田
畑
の
準
備
が
始
ま
る
こ
れ
か

ら
の
時
期
、
火
入
れ
の
拡
大
に
よ

る
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

• 

「
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
届
・

ま
た
は
火
災
を
発
生
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
行
為
」
を
消
防
署
へ

届
け
出
る

• 

水
バ
ケ
ツ
や
消
火
器
な
ど
、
消

火
で
き
る
も
の
を
用
意
す
る

• 

火
入
れ
を
し
て
い
る
間
は
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。
離
れ
る
場
合

は
、
確
実
に
消
火
す
る

• 

「
風
が
強
い
」「
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
」
場
合
は
火
入
れ
を
中

止
す
る

• 

「
火
災
気
象
通
報
」
が
発
表
さ

れ
た
ら
、
火
入
れ
を
止
め
る

問　

消
防
署　

☎
88
‐
０
４
０
０

ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
を

ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う

守
り
ま
し
ょ
う

火
入
れ
時
の
注
意
事
項

火
入
れ
時
の
注
意
事
項

冬眠明けの
クマにご注意！
　目撃、痕跡を発見した場合
は下記までご連絡ください。
問　勝山警察署
　　☎88 ｰ 0110
　　林業振興課（市役所1階）
　　☎88 ｰ 8121

食品用ラップで絆創膏
① 傷を完全に覆う大きさに
ラップを切り、傷に貼る
② ラップが傷に密着するよ
うテープや包帯でとめる
③ １日１回から２回ほど、
傷を水道水で良く洗い、
ラップを交換する


